
　連結の対象となる（株）静岡労金サービスは、物品の購入・管理業務等を営んでおりますが、それらの事業の種類ごとの区
分に属する経常収益、経常利益または経常損失の額および資産の額（以下「経常収益等」といいます。）の、経常収益等の総額
に占める割合が、2012年度、2013年度ともに僅少であるため、事業の種類別セグメント情報は記載していません。

◆連結セグメント情報

◆連結によるリスク管理債権の状況

※用語等の説明については、50頁をご参照ください。

■連結によるリスク管理債権の状況他

（単位：百万円）

2012年度末 2013年度末

担保 ･保証等による
回収見込み額（B）

52

2,647

3

ー

2,703

破綻先債権

延滞債権

３カ月以上延滞債権

貸出条件緩和債権

合　計 （D）

期末貸出金残高 （E）

総貸出金に占める割合（D）/（E）

貸倒引当金（C）

ー

1

0

ー

1

保全率
（B＋ C）/（A）

100.00%

100.00%

100.00%

ー

100.00%

残　高（A）
 

52

2,649

3

ー

2,705

639,034

0.42%

残　高

80

3,213

14

ー

3,308

622,783

0.53%

②子会社株式および関連会社株式の貸借対照表計上額等 （単位：百万円）

（8）金利リスクに関する事項

（単位：百万円）

（注） 円以外に銀行勘定の資産ないし負債の5％以上を占める通貨はありません。

③出資等エクスポージャーの売却および償却に伴う損益の額

金利リスクに関して内部管理上使用した金利ショックに対する損益または経済的価値の増減額（金利リスク量）

（単位：百万円）

貸借対照表計上額 時　価 評価差額区　　分

子会社・
子法人等株式

関連法人等株式

合　計

うち益 うち損

金利リスク量
調 達 勘 定

定期性預金

流動性預金

その他

 調達 計 （B）

金融派生商品
（金利支払サイド） （D）

運 用 勘 定

貸出金

有価証券

預け金

その他

 運用 計 （A）

金融派生商品
（金利受取サイド） （C）

金利リスク量 計
（A）ー（B）＋（C）ー（D）

出資等エクスポージャー

売却益

ー

ー

売却損

ー

ー

12年度末

13年度末

株式等償却

ー

ー

金利リスク量

12年度末 ー ー ー ー ー

13年度末 ー ー ー ー ー

12年度末 ー ー ー ー ー

13年度末 ー ー ー ー ー

12年度末 ー ー ー ー ー

13年度末 ー ー ー ー ー

12年度末 13年度末

3,993 3,992

904 1,956

480 165

6 0

5,384 6,114 

23 0 

688 1,856 

12年度末 13年度末

1,083 190

3,394 3,746

33 0

4,511 3,936

208 322
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